
特集 光 観ふくつの　　を　　るふくつの　　を　　る

　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
市
内
の
観
光
振
興
を
行
う
「
ふ
く
つ
観
光
協
会
」
。
今
月
は
土
産
店
の
開
店
や
夏
の
風

物
詩
に
光
を
当
て
ま
し
た
。

　
福
間
駅
に
あ
る
行
政
・
観
光
情

報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
ふ
っ
く
る
」

と
、
福
間
海
岸
に
あ
る
観
光
情
報

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
ビ
ー
チ
ハ
ウ

ス
」
。
こ
れ
ら
は
、
一
般
社
団
法

人
ふ
く
つ
観
光
協
会
（
以
下
、
観

光
協
会
）
が
運
営
す
る
観
光
案
内
所

で
す
。
観
光
協
会
と
は
、
観
光
振
興

を
目
的
と
し
て
い
る
団
体
の
こ
と
で

す
。
３
月
31
日
現
在
、
２
７
０
も
の

会
員
が
い
ま
す
。
市
内
の
事
業
者
だ

け
で
な
く
「
福
津
を
盛
り
上
げ
た

い
」
と
の
思
い
か
ら
個
人
で
会
員
に

な
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

　
観
光
協
会
で
は
福
津
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

３
月
に
開
催
し
た
「
ふ
く
つ
ス
イ
ー

ツ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
は
、
福
間
駅
か

ら
津
屋
崎
漁
港
ま
で
を
歩
き
な
が
ら

福
津
の
ス
イ
ー
ツ
を
堪
能
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
。
た
だ
歩
く
だ
け
で
は
な
く
、

店
舗
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
、
楽
し
く
、

お
い
し
く
福
津
を
知
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。
今
年
も
申
し
込

み
が
殺
到
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

市
内
の
観
光
案
内
所
と

観
光
協
会

　
市
は
３
月
に
株
式
会
社
山
口
油
屋
福
太
郎
と
「
地
方
創
生
に
関
す
る
包

括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
山
口
油
屋
福

太
郎
の
店
舗
を
借
り
受
け
て
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
開
店
し
、
新
た
な
福

津
の
土
産
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
観
光
協
会
は
５
月
30
日
に
「
手

み
や
げ
や
　
ふ
く
つ
本
舗
（
以
下
、

ふ
く
つ
本
舗
）
」
を
開
店
し
ま
し
た
。

店
が
あ
る
の
は
福
間
駅
み
や
じ
口

か
ら
徒
歩
５
分
ほ
ど
の
、
元
明
太

子
の
福
太
郎
の
福
間
店
。
市
と
山

口
油
屋
福
太
郎
と
の
協
定
に
基
づ

き
、
観
光
協
会
が
直
売
店
を
借
り

受
け
て
、
新
た
な
福
津
の
土
産
店

に
し
ま
し
た
。
観
光
協
会
が
開
発

し
た
商
品
や
、
市
内
の
事
業
者
の

商
品
、
山
口
油
屋
福
太
郎
の
一
部

の
商
品
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　
ふ
く
つ
本
舗
の
開
店
と
合
わ
せ

て
、
山
口
油
屋
福
太
郎
の
人
気
商

品
「
め
ん
べ
い
」
と
、
福
津
の
名

物
「
鯛
茶
漬
け
」
が
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
商
品
「
福
津
め
ん
べ

い 

鯛
茶
漬
味
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、
観
光
協
会
が

実
施
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
作
品
で
、
宮
地
嶽
神
社
の
参

道
を
夕
日
が
照
ら
す
「
光
の
道
」

の
写
真
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
福
津
め
ん
べ
い
は
現
在
、
ふ
く

つ
本
舗
や
ふ
っ
く
る
、
市
内
数
店

舗
で
販
売
し
て
い
る
福
津
限
定
商

品
で
す
。

　
福
津
の
土
産
の
購
入
に
は
ぜ
ひ
、

ふ
く
つ
本
舗
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
観
光
協
会
で
は
、
観
光
マ
ッ
プ
を

多
言
語
化
し
た
り
、
英
語
を
話
せ
る

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
た
り
し
て
外
国

か
ら
の
観
光
客
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

４
月
に
は
、
ふ
っ
く
る
が
外
国
人
の

受
け
入
れ
体
制
の
整
っ
た
観
光
案
内

所
と
し
て
、
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
を
通
じ
た
福
津
の
活
性
化
の

た
め
に
は
、
観
光
客
に
市
内
の
よ
り

多
く
の
場
所
を
巡
っ
て
、
そ
こ
で
物

を
買
っ
た
り
食
べ
た
り
し
て
も
ら
い
、

市
の
１
つ
の
産
業
の
柱
に
な
れ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
観
光
協
会
で
は
、

時
代
に
合
っ
た
事
業
を
展
開
し
、
市

民
が
誇
り
を
持
て
る
福
津
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　山口油屋福太郎の協力で、市内にこれ
までなかった福津土産がそろう店をオー
プンすることができました。市内を訪れ
た人や、市外へ行く人が「ふくつ本舗に
行けば福津土産が手に入る」と言っても
らえるような店にしていきたいと思いま
す。またこの店は、直売店を持たない事
業者の皆さんにも、商品の販売拠点とし
て利用できるようにしています。新たな
商品開発の呼び水として、また市内の経
済活性化につながればと考えています。

福
津
の
観
光
を
盛
り
上
げ
る

福
津
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と

土
産
が
誕
生

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

福
津
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す

外
国
人
へ
の

お
も
て
な
し
を
強
化

時
代
に
あ
っ
た

観
光
協
会
を
目
指
す

福
津
の
土
産
は

こ
こ
に
あ
り

福
太
郎
の
人
気
商
品
と
の

コ
ラ
ボ
が
実
現

福津土産の発信基地にしたい福津土産の発信基地にしたい

　元来、光を求め悟り示すとの意味を持
つ「観光」。昔の日本人はよくぞ英語のサ
イトシーイングやツーリズムを観光と訳し
てくれたものだと思います。「観光」は光、
希望、幸せを感じられるまちづくりを目指
す福津市にふさわしい言葉と思っていま
す。福津市親善大使ミサンガが歌う曲に
「無限に広がる光の道、希望という名の
真実を求め…」という一節も。福津伝統
の花火大会にも幸せを求める多くの市民
に関わっていただければ有り難いです。

リーチフォーザスカイ～希望を求めて～リーチフォーザスカイ～希望を求めて～

▲福間駅改札口前のふっくる

▲5月30日に開店した
　手みやげや ふくつ本舗

◀新たな福津土産の福津めんべい

原﨑 智仁 福津市長ふくつ本舗のスタッフの皆さん

一
般
社
団
法
人 

ふ
く
つ
観
光
協
会

め
ん
た
い

こ



▲

宮
地
嶽
神
社
エ
ー
ル

観
光
協
会
の

　
　オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

▲

ふ
く
つ
の
鯛
塩
ラ
ー
メ
ン

特集 光 観ふくつの　　を　　るふくつの　　を　　る

　
福
津
市
納
涼
花
火
大
会
の
特
徴
は
「
み
ん
な
で
創
る
」
こ

と
。
近
年
、
各
地
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
の
た
め
花
火
大
会

が
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
福
津
の
花
火
が
今
年
も
開
催

で
き
る
の
は
、
皆
さ
ん
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

　
福
間
町
時
代
か
ら
通
算
48
回
目
と

な
る
、
福
津
市
納
涼
花
火
大
会
が
８

月
４
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

福
間
海
岸
、
宮
地
浜
、
津
屋
崎
海
岸

の
ど
こ
か
ら
で
も
花
火
が
見
え
る
こ

と
が
、
福
津
に
し
か
な
い
特
徴
で
す
。

海
上
の
台
船
か
ら
花
火
を
打
ち
上
げ

る
た
め
、
近
隣
の
花
火
大
会
よ
り
も

大
き
な
花
火
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
年
も
年
に
一
度
の
風

物
詩
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
花
火
大
会
を
手
掛
け
る
の
は
、
西

日
本
花
火
有
限
会
社
と
株
式
会
社
ワ

キ
ノ
ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
。

　
西
日
本
花
火
は
長
年
、
福
津
の
花

火
大
会
を
手
掛
け
て
き
た
会
社
で
す
。

　
ワ
キ
ノ
ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、

世
界
花
火
競
技
会
で
優
勝
経
験
も
あ

る
会
社
で
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
花
火

を
打
ち
上
げ
る
「
音
楽
花
火
」
の
先

駆
者
で
す
。
福
津
の
花
火
大
会
で
は
、

後
半
20
分
間
の
音
楽
花
火
を
手
掛
け

て
い
ま
す
。

　
な
お
音
楽
花
火
は
有
料
観
覧
桟
敷

席
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
福
津
市
納
涼
花
火
大
会
は
、
市
の

助
成
金
だ
け
で
な
く
、
観
光
協
会
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
売
り
上
げ
、
皆

さ
ん
か
ら
の
協
賛
、
募
金
な
ど
の
財

源
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
観
光
協

会
は
将
来
、
助
成
金
に
頼
ら
な
い
花

火
大
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
福
津
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
花
火

大
会
の
継
続
と
発
展
の
た
め
に
は
皆

さ
ん
の
力
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
温
か
い
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
津
の
夏
の
風
物
詩
、

　
　
　
　今
年
も
開
催

福
津
の
夏
の
風
物
詩
、

　
　
　
　今
年
も
開
催

福
津
の
花
火
大
会
の

特
徴

福
津
の
花
火
を
手
掛
け
る

２
つ
の
会
社

　今年も皆さんの支援と協力で、福津市
納涼花火大会が開催できます。この花火
大会は毎年、前年の内容に少しずつ新し
さを足しながら企画しています。実行委
員会のメンバーは、小学生の頃から福津
の花火を観てきた人や、観光業には全く
携わっていなくても観光を盛り上げたい
人などさまざまです。実行委員会は市民
の皆さんと一緒に、花火大会を創り上
げ、誇りに思ってもらえるようなものに
していきたいと思っています。

花火大会を市民の誇りにしたい花火大会を市民の誇りにしたい

　昼も夜も楽しめる外国のように開けた
海岸と、尺玉という大きな花火を打ち上
げられる環境は、近隣にはほとんどあり
ません。私たちが手掛けている「音楽花
火」は音と光でメッセージを届けます。
体験した人はこれまでにない思い出にな
るでしょう。花火大会は創る人が楽しめ
るから、観る人も楽しめるものです。今
年も実行委員会の皆さんの熱い思いを受
けて、昨年よりもバージョンアップした
花火大会を創り上げたいと思います。

昨年の花火大会を超えるものを創る昨年の花火大会を超えるものを創る

脇野 正裕
株式会社ワキノアートファクトリー
代表取締役社長髙島 亮一  ふくつ観光協会会長

日時　8月4日（日）20:00～21:00
※荒天時は5日（月）または6日（火）に順延
場所　ふくつの海岸（福間海岸、宮地浜、津屋崎海岸）
※花火の打ち上げ場所は、ぶどうの樹福津海岸通り店の沖

  音楽花火が楽しめる
  有料観覧桟敷席を販売します
　音楽花火が楽しめる有料観覧桟敷席を販売します。
なお席は自由席です。詳しくはお問い合わせください。
販売期間　7月11日（木）～
販売場所　ふっくる、セブンイレブン店頭のマルチコ
ピー機「チケットぴあ」、ローソンとミニストップ店頭
の端末「Loppi」、ファミリーマート店頭の端末「ファ
ミポート」　※当日は会場でも販売予定
費用　前売り券は大人2,000円、小学生500円、当日券は
それぞれ＋500円　※未就学児は保護者の同伴に限り無料
桟敷席設置場所　ぶどうの樹福津海岸通り店前の砂浜

  花火大会応援ポロシャツを
  販売しています
　ポロシャツは29色、プリント部
分は5色から選べます。色によっ
ては品切れの場合もあります。
購入場所　ふっくる
費用　1枚2,200円
問い合わせ　ふくつ観光協会☎42・9988

福
津
の
花
火
大
会
に
は

皆
さ
ん
の
力
が
必
要

福津市納涼花火大会福津市納涼花火大会
第15回

福津割でお得に音楽花火を楽しもう
　　市内在住の人限定で割引価格で販売します。
　販売期間　7月1日（月）～7月10日（水）
　販売場所　ふっくる　費用　大人1,500円

市民
限定
市民
限定
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